
(1) 平群町長寿会新聞  第３２３号  ２０２０年（令和２年） ２月１日  1
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12
月
24
日
、
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
で
参

加
者
15
名
の
受
付
を
行
い
、
準
備
体
操

の
後
、
烏
土
塚
古
墳
に
向
け
出
発
し
た
。 

 ◇
烏
土
塚
古
墳
（
国
史
跡
） 

（1）
古
墳
の
存
在
場
所 

西
の
山
よ
り
派
生
す
る
丘
陵
地
の
尾

根
の
先
端
部
に
あ
り
、
主
軸
は
南
北
に

貫
い
て
い
る
。
平
群
谷
の
盟
主
的
な
古

墳
で
あ
る
。
そ
の
主
軸
の
北
前
方
に
西

宮
古
墳
の
石
室
開
口
部
が
み
え
る
。 

（2）
古
墳
の
仕
様
と
特
長 

①
古
墳
の
型
式
は
前
方
後
円
墳
、
墳
長

（6
0

,5

ｍ
）
の
割
り
に
円
墳
部
径
が

3
5

,3

ｍ
と
大
き
い
。
石
室
は
横
穴
式

の
両
袖
形
で
あ
る
。 

②
石
材
は
越
木
塚
の
石
床
神
社
付
近
の 

花
崗
岩
で
、
羨
道
部
側
壁
、
玄
室
部

の
奥
壁
、
側
壁
天
井
壁
の
各
部
に
は

巨
石
を
用
い
、
特
に
天
井
壁
は
一
枚

の
巨
石
を
用
い
て
い
る
。
玄
室
の
側

壁
は
中
段
か
ら
持
ち
送
り
の
石
積
み

工
法
で
上
段
の
石
垣
が
内
側
に
傾
斜

を
付
け
て
い
る
。
奥
壁
と
前
壁
は
垂 

 

福
貴
長
寿
会 

会
長 

塩
野 

善
彬 

 

福
貴
長
寿
会
の
会
員
数
は
現
在
75
名

で
す
。
高
齢
化
に
よ
り
80
歳
以
上
の
会

員
数
も
半
数
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
環
境
も
町
内
の
中
間
地
帯
で
、

兼
業
農
家
を
中
心
と
す
る
互
助
共
令

の
強
い
地
区
で
あ
っ
て
、
今
も
村
の
氏 

     

  

              

直
に
石
組
み
し
て
い
る
。
羨
道
部
の

閉
塞
石
の
下
に
は
長
さ
11

m
の
排
水

溝
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

③
石
棺
は
、
玄
室
に
組
合
せ
家
形
石
棺

を
安
置
、
石
棺
の
東
側
面
に
斜
め
格

子
の
線
刻
が
認
め
ら
れ
る
。
石
材
は

二
上
山
産
の
凝
灰
岩
で
あ
る
。 

（3）
副
葬
品 

盗
掘
が
あ
っ
た
た
め
に
、
詳
細
は
不

詳
で
あ
る
が
、 

①
玄
室
内
の
周
囲
よ
り
、
金
銅
装
馬
具
、

銀
装
太
刀
な
ど
の
武
具
、
四
獣
鏡
、

土
器
（
須
恵
器
・
土
師
器
な
ど
）
が

出
土
。
鉄
製
の
工
具
と
し
て
、
鋸
、

馬
具
、
杏
葉
、
刀
剣
が
出
土
。 

②
石
室
前
提
部
よ
り
、
須
恵
器
の
子
持

ち
器
台
、
巫
女
形
埴
輪
、
形
象
埴
輪
、

須
恵
器
の
大
甕
が
出
土
。 

③
副
葬
品
の
出
土
状
況
か
ら
、
石
室
門
前

で
埴
輪
と
須
恵
器
に
よ
る
墓
前
祭
祇

行
事
の
様
子
が
覗
わ
れ
る
と
の
こ
と
。 

④
こ
れ
ら
の
副
葬
品
の
一
部
は
橿
原
考
古

学
博
物
館
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

神
「
神
社
」
や
お
寺
「
菩
提
寺
」
を
中
心
と

す
る
行
事
も
残
っ
て
お
り
、
長
寿
会
の

会
員
も
そ
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
現

状
で
す
。
65
歳
以
上
は
、
全
て
の
人
が

長
寿
会
に
入
会
し
て
お
り
、
自
治
会
の

助
成
も
受
け
て
お
り
ま
す
。 

毎
年
3
月
に
は
、
公
民
館
に
お
い
て

総
会
を
開
き
、
役
員
の
引
継
ぎ
、
役
員

の
選
任
、
女
性
部
長
、
健
康
委
員
、
会 

（4）
特
記
事
項 

烏
土
塚
古
墳
と
同
時
期
に
築
造
さ
れ
た

古
墳
の
中
に
同
じ
規
模
の
石
室
を
持
つ

藤
ノ
木
古
墳
（,

陵
山
）
が
あ
る
。
そ
の
横

穴
石
室
を
寸
法
比
較
し
て
み
る
と
、
烏 

土
塚
古
墳
の
「
石
室
長
、
玄
室
長
、
石
室

幅
、
石
室
高
さ
、
羨
道
町
」
で
各
部
位
の

寸
法
差
は
略
10

cm
の
僅
差
で
、
当
時
の

築
造
技
術
・
工
具
か
ら
推
測
す
る
と
極

め
て
酷
似
。
更
に
、
側
壁
に
傾
斜
を
持

つ
持
ち
送
り
の
石
積
み
も
同
じ
。
更
に

石
棺
財
も
同
じ
二
上
山
産
の
凝
灰
岩
を

用
い
て
い
る
。 

（5）
両
古
墳
の
共
通
性 

①
存
在
場
所
が
同
一
区
域
に
、 

②
巨
石
を
用
い
た
造
り
、 

③
主
要
部
位
寸
法
の
酷
似
性
、 

④
副
葬
品
の
国
際
性
、 

⑤
同
じ
築
造
時
期
、 

⑥
築
造
（
者
）
集
団
の
同
一
性
等
、
が 

考
え
ら
れ
る
。 

（6）
烏
土
塚
古
墳
の
被
葬
者
は
？ 

平
群
氏
が
隆
盛
を
極
め
た
時
期
は
、

５
世
紀
末
頃
と
言
わ
れ
、
烏
土
塚
古
墳

の
築
造
期
６
世
期
後
半
で
、
約
一
世
紀

の
ズ
レ
が
あ
る
。 

両
古
墳
存
在
場
所
の
同
一
地
域
性
、
仕

様
の
酷
似
性
、
副
葬
品
の
国
際
性
等
か

ら
、
こ
こ
で
は
烏
土
塚
古
墳
の
被
葬
者

は
藤
ノ
木
古
墳
（
別
名
陵
山
）
の
被
葬
者

と
繋
が
り
を
持
つ
者
か
、
同
等
の
力
を

持
つ
朝
廷
の
関
係
者
と
し
て
措
き
た
い
。 

◇
柿
塚
古
墳 

円
墳
（
径
30

m
、
高
さ
6

m
）
で
あ

る
。
入
り
口
（
閉
塞
部
）
が
狭
く
入
れ

ず
。
石
室
は
左
片
袖
式
（
町
内
唯
一
）
、

入
り
口
か
ら
玄
室
に
向
っ
て
下
が
り
、

玄
室
が
落
ち
込
ん
で
見
え
る
。 

◇
御
櫛
神
社 

平
群
に
座
す
延
喜
式
８
社
の
1
つ
。

再
塗
装
さ
れ
た
春
日
造
の
「
朱
色
」
が

目
立
つ
。 

 

計
、
各
班
4
班
の
役
員
を
選
任
し
、
そ

の
後
、
食
事
会
、
交
流
会
を
催
し
て
終

了
し
ま
す
。 

ま
た
、
9
月
に
は
美
化
運
動
の
一
環
と

し
て
、
女
性
会
員
は
道
路
周
辺
の
空
き

缶
、
空
き
瓶
の
収
集
を
行
い
、
男
性 

会
員
は
、
公
民
館
周
辺
の
清
掃
な
ど
を

行
い
、
終
了
後
、
食
事
会
、
懇
親
会
の

場
と
な
り
ま
す
。
因
み
に
半
数
近
く
の 

（
御
礼
） 

 

ガ
イ
ド
頂
い
た
、
田
中
さ
ん
、
森
さ

ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
以
上
） 

 

「
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
」
か 

 

「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」
か 

 

御
陵
苑
（
陵
寿
会
）
会
長 

田
辺
幸
雄 

 

年
末
恒
例
の
漢
字
一
文
字
は
「
令
」
、

流
行
語
大
賞
は
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

（
ワ
ン
チ
ー
ム
）
に
妥
当
な
選
出
だ
と

思
い
ま
す
が
、
昨
年
こ
と
ば
事
情
が
変

わ
っ
て
来
た
中
で
気
に
な
る
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
「
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
」
で
す
。 

 

一
世
紀
、
つ
ま
り
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
を

生
き
抜
い
た
百
歳
以
上
の
方
を
「
セ
ン

テ
ナ
リ
ア
ン
」
と
言
う
の
を
知
っ
た
の

は
ご
く
最
近
で
す
。
老
い
と
健
康
法
を

め
ぐ
る
特
集
が
週
刊
誌
等
で
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
は
数
年
前
か
ら
で
す
が
、 

「
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
」
の
方か

た

は 

【
得
意
の
技
芸
・
趣
味
】 

剣
道
・
踊
り
・
大
正
琴
・
手
芸
・
パ

ズ
ル
・
短
歌
・
盆
栽
・
弓
道
・
和
裁
・

俳
句
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

【
日
々
の
健
康
法
・
生
活
習
慣
】 

草
取
り
・
野
菜
つ
く
り
・
笑
い
ヨ
ガ
・

百
歳
体
操
・
ス
ー
パ
ー
銭
湯
な
ど
ほ
か

に
も
細
か
く
色
々
あ
る
が
、
農
作
業
や

草
取
り
と
言
う
人
が
予
想
以
上
に
多
く
、

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
気
持
ち
を
集
中

出
来
る
の
が
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
高
齢

に
な
っ
て
も
外
向
性
・
開
放
性
が
う
か

が
え
、
活
発
に
社
会
的
に
生
き
て
こ
ら

れ
た
印
象
が
強
い
。 

日
本
人
の
「
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
」
は

今
年
初
め
て
七
万
人
を
突
破
し
、
十
年

後
に
は
十
八
万
人
を
超
え
る
見
込
み
と

か
、
私
的
に
は
「
健
康
長
寿
」
が
永
遠

の
目
標
だ
が
「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」
も

捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。 

  

参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
尚
、
88
歳
以
上

の
会
員
様
に
は
、
毎
年
敬
老
の
日
に
、
さ

さ
や
か
な
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
会
長
が
自
宅

ま
で
伺
っ
て
届
け
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
奇
し
く
も
物
故
者
と
な
ら
れ

た
方
に
は
、
長
寿
会
連
合
会
と
同
じ
く

ご
香
典
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
自
治
会
と
長
寿
会
の
環
境

に
見
合
っ
た
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
か
な
り
の
古
墳
を 

見
学
し
て
き
た
。
何
度
訪
れ
て 

も
新
し
く
気
付
く
こ
と
が
あ
る
。 

現
在
、
珠
に
訪
れ
る
古
墳
の
知 

識
を
深
め
る
た
め
に
、
現
場
重

視
の
手
法
を
採
っ
て
い
る
。
今
回
訪
れ

る
古
墳
と
次
回
訪
れ
る
古
墳
と
の
両
方

を
比
較
し
な
が
ら
今
回
の
古
墳
を
観
て
、

触
っ
て,

、
古
墳
の
特
徴
、
築
造
の
背
景
、

築
造
過
程
、
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
訪
れ
る
古
墳
の
隠
れ
た
仕

様
（
差
）
が
あ
り
、
見
学
が
楽
し
く
な

り
、
知
識
も
向
上
す
る
。
そ
し
て
、
最

後
は
周
囲
の
景
色
を
眺
め
て
納
得
の
半

日
は
終
わ
る
。 

 

 

古
墳
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「土
ま 

た
は
石
を
積
み
上
げ
た
墳
丘
の
内
部 

に
設
け
た
遺
骨
埋
葬
施
設
」
、
平
群
町 

の
古
墳
時
代
は
5
世
紀
～
7
世
紀
が 

中
心
で
、
文
字
、
鉄
器
の
普
及
が
浅
く
、 

当
時
の
平
群
卿
を
知
る
に
は
古
墳
以
外 

に
方
法
が
見
当
た
ら
な
い
。
古
墳
は
築 

造
後1

3
0

0

年
、
自
然
に
耐
え
、
自
然 

と
一
体
化
し
た
歴
史
あ
る
自
然
風
景
を 

提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
進
む 

温
暖
化
も
あ
っ
て
強
い
風
雨
が
墳
丘
面 

を
た
た
き
、
盛
り
土
が
流
失
し
た
の
か
、 

古
墳
が
全
体
的
に
痩
せ
て
見
え
る
。
し 

た
が
っ
て
、
天
井
石
が
露
出
す
る
前 

に
対
策
が
急
務
と
考
え
る
が
・
・
・
。 

 

毎
月
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
中 

旧
跡
探
訪
と
健
康
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を 

副
会
長
・
健
康
部
長 

難
波 

尊
志 

長
寿
会
連
合
会
の
健
康
部
で
は
、
毎
月
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
し
、
主
に
町
内

の
旧
跡
を
訪
ね
る
な
ど
の
歴
史
探
訪
と
会
員
の
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
12
月
24
日
に
は
、
令
和
元
年
最
後
と
な
る
106
回
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施

し
ま
し
た
の
で
、
詳
細
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

今
後
も
毎
月
の
新
聞
に
「
お
知
ら
せ
」
と
し
て
行
先
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
方
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

な
お
、
毎
回
の
実
施
に
際
し
て
は
平
群
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
の
方
々

に
同
行
し
て
説
明
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
こ
と
を
ご
報

告
し
改
め
て
お
礼
を
申
し
ま
す
。 

 

甘口辛口 

発行 
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(2) 平群町長寿会新聞  第３２３号  ２０２０年（令和２年） ２月１日              

第
9
回 

県
老
連
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会 

に
参
加 

 

副
会
長
・
健
康
部
長 

難
波
尊
志 

去
る
12
月
7
日
、
第
9
回
「
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
大
会
in
香
芝
」
は
、
香
芝
市

老
連
が
主
管
し
て
香
芝
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
市
役
所
裏

の
今
池
親
水
公
園
を
発
着
地
点
と
す

る
市
内
を
循
環
す
る
コ
ー
ス
で
県
内

男
女
混
成
62
チ
ー
ム
248
名
（
内 

主

管
老
連
香
芝
市
か
ら
30
チ
ー
ム
）
が
参

加
、
平
群
か
ら
も
2
チ
ー
ム
男
女
8

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

競
技
方
法
は
、
歩
行
コ
ー
ス
の
所
用

時
間
で
は
な
く
、
2
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
同
時
に
出
発
し
て
、
途
中
の
競
技

（
じ
ゃ
ん
け
ん
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

輪
投
げ
）
と
最
後
に
観
察
ク
イ
ズ
に
答

え
て
終
了
で
す
。
寒
い
中
で
し
た
が
、

全
員
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
運
ば

れ
ま
し
た
。 

我
が
平
群
2
チ
ー
ム
も
健
闘
し
ま
し

た
が
奮
闘
空
し
く
選
外
に
終
わ
り
ま

し
た
。 

因
み
に
、
観
察
ク
イ
ズ
で
は
、
郵
便

ポ
ス
ト
の
数
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

看
板
名
、
寺
社
の
屋
根
の
色
な
ど
、
地

元
の
人
達
に
は
有
利
な
質
問
で
は
な

い
か
？
と
思
わ
れ
ま
し
た
。 

           

新
年
互
礼
会
に
67
名
出
席 

  

連
合
会
新
春
恒
例
の
新
年
互
礼
会
は

1
月
10
日
（
金
）
12
時
30
分
か
ら
「
か

し
の
き
荘
」
２
F
集
会
室
で
67
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は

ク
ラ
ブ
代
表
者
、
本
部
役
員
、
地
区
会

長
、
有
志
な
ど
で
し
た
。 

 

冒
頭
、
先
の
合
同
受
賞
時
に
表
彰
状

が
届
い
て
い
な
か
っ
た
緑
ヶ
丘
長
寿
会

が
、
12
月
に
大
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
全

老
連
大
会
で
受
賞
し
て
き
た
の
で
、
岡 

会
長
か
ら
全
老
連
会
長
賞
が
奥
田
会
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
理
由
は
昨
年
前

期
の
会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
5
年

間
連
読
し
て
会
員
を
増
員
し
た
実
績
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

後
半
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
移
行
し
、

最
後
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ

て
午
後
3
時
過
ぎ
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
扇
田
） 

 

第
二
グ
レ
ー
ス
の
里
慰
問 

和
歌
朗
詠
ク
ラ
ブ
代
表 

山
田
幸
子 

昨
年
11
月
14
日
「
第
二
グ
レ
ー
ス
の

里
」
を
長
寿
会
女
性
部
の
役
員
さ
ん
と

と
も
に
慰
問
し
ま
し
た
。 

 

出
席
者
は
当
ク
ラ
ブ
６
名
と
長
寿
会

女
性
部
役
員
３
名
で
し
た
。
同
施
設
か 

ら
は
50
名
を
超
え
る
入
居
者
の
皆
さ
ん

が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
で
は
和
歌
朗
詠
、
詩
吟
、
童
謡
、

指
運
動
の
ほ
か
、
入
居
者
の
み
な
さ
ん 

と
と
も
に
炭
坑
節
を
歌
っ
た
り
、
踊
っ

た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

今
回
の
慰
問
で
は
入
居
者
は
じ
め
慰

問
し
た
全
員
が
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

最
後
に
み
な
さ
ん
の
健
康
を
祈
り
な

が
ら
有
意
義
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

健
康
麻
雀
ク
ラ
ブ 

阿
曽
隆
三
さ
ん 

全
国
大
会 

三
位
入
賞
！ 

 

健
康
麻
雀
ク
ラ
ブ
代
表 

向
田
啓
次
郎 

 

第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大

会
が
去
る
11
月
9
日
よ
り
4
日
間
和

歌
山
県
9
市
12
町
で
開
催
さ
れ
た
。
紀

三
井
寺
総
合
運
動
競
技
場
で
開
会
式
が

開
か
れ
、
全
国
47
都
道
府
県
と
20
の
政

令
都
市
の
選
手
8
千
人
が
参
加
さ
れ
、

観
客
動
員
選
手
を
含
む
延
べ
40
万
人
が

各
競
技
場
の
応
援
に
訪
れ
た
。 

 
参
加
資
格
は
60
才
以
上
で
、
奈
良
県

で
は
毎
年
5
月
に
予
選
会
が
あ
り
ま
す

の
で
我
は
と
思
う
方
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ

れ
た
ら
如
何
で
す
か
。
部
門
で
は
文
化

の
部
と
ス
ポ
ー
ツ
の
部
が
あ
り
囲
碁
を

始
め
、
将
棋
、
麻
雀
等
か
ら
野
球
、
卓 

球
、
マ
ラ
ソ
ン
等
今
回
は
29
種
目
の
競

技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
健
康
麻
雀
大
会
で
、
阿
曽
隆
三
氏

（
三
里
）
が
堂
々
3
位
に
入
賞
、
前
の

栃
木
大
会
で
の
優
勝
に
続
き
2
回
目
の

快
挙
で
し
た
。 

 

今
回
の
大
会
は
御
坊
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

は
昭
和
63
年
に
兵
庫
県
で
第
1
回
が

開
か
れ
て
、
以
後
、
各
都
道
府
県
の
持

ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
今
年
は
岐
阜
県

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

  

川
柳
ク
ラ
ブ 

今
回
の
題
詠
は
「
が
ん
こ
」 

 

当
ク
ラ
ブ
員
、
一
見
頑
固
そ
う
で
す

が
な
か
な
か
皆
さ
ん
お
優
し
い
方
々
ば

か
り
で
す
。
毎
月
集
ま
っ
て
の
川
柳
勉

強
会
で
賑
や
か
に
や
っ
て
い
て
も
穏
や

か
な
人
格
者
、
極
め
て
和
気
藹
々
な
雰

囲
気
を
醸 

し
出
す
良
い
ク
ラ
ブ
で
す
。

一
度
試
し
に
見
学
な
さ
る
と
、
い
っ
ぺ

ん
に
川
柳
好
き
に
な
り
ま
す
よ
。 

 

方
円
の
器
は
み
出
す
頑
固
者 高

橋 

秀
尹 

ま
ず
浮
ぶ
頑
固
と
言
え
ば
じ
じ
い
で
す 

宮
前 

敏
子 

頑
固
で
す
生
れ
つ
き
だ
と
言
う
夫 

薮
内 

照
香 

が
ん
こ
者
見
栄
は
は
ら
り
と
脱
ぎ
捨
て
て 

山
田 

謙
造 

お
も
ち
ゃ
屋
の
前
を
動
か
ぬ
や
ん
ち
ゃ
な
子 

阿
部 

裕
子 

頑
固
さ
が
少
し
足
り
な
い
私
で
す 

井
戸
美
恵
子 

頑
固
さ
を
捨
て
て
し
ま
え
ば
落
城
だ 

 
 

 

難
波 

尊
志 

正
論
に
よ
う
や
く
折
れ
た
頑
固
者 

大
村 

三
郎 

口
で
負
け
黙
り
続
け
て
我
を
通
す 

松
井 

友
博 

触
り
み
て
頭
の
固
さ
こ
れ
ガ
ン
コ 

徳
原 

友
子 

デ
ブ
言
わ
れ
頑
固
に
減
食
孫
娘 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
浜
崎 
晴
美 

老
い
ぼ
れ
て
妥
協
の
文
字
を
置
き
忘
れ 

藤
井 

信
夫 

直
ぐ
に
「
ハ
イ
」
時
に
は
な
り
た
い
頑
固
者 

藤
田 

利
治 

あ
の
親
父
孫
抱
き
顔
が
笑
っ
て
る 

 
 

宮
崎
多
喜
代 

こ
れ
か
ら
も
頑
固
を
続
け
る
覚
悟
し
ろ 

左
近 

育
子 

  

俳
句
ク
ラ
ブ 

一
月
の
か
し
の
木
句
会 

 

 
 

 
 

 

（
五
十
音
順 

循
環
） 

一
番
に
賀
客
と
な
り
し
鳥
の
声 

 
 

岩
城 

和
子 

正
月
や
あ
い
つ
も
俺
も
生
き
て
ゐ
る 

 
 

江
崎 

俊
夫 

初
日
の
出
涅
槃

ね

は

ん

の
如
き
生
駒
山 

 
 

岡
本 

豊
子 

笹
鳴
や
耳

欹
そ
ば
だ

て
て
杣そ

ま

の
道 

 
 

澤
波
百
合
子 

産
土
神
へ
道
真
直
ぐ
な
る
初
景
色 

 
 

中
川 

克
己 

霜
深
き
木
場
に
匂
え
る
杉
丸
太 

 
 

野
木 

宗
信 

返
し
書
く
筆
を
下
し
て
初
硯 

 
 

花
岡 

安
子 

水
仙
の
香
に
振
り
向
け
ば
女
学
生 

 
 

本
谷
眞
治
郎 

ひ
と
ま
は
り
小
さ
き
今
年
の
初
雀 

 
 

三
船 

忠
志 

一
人
居
の
手
も
ち
ぶ
さ
た
に
過
ぐ
二
日 

 
 

宮
本 

洋
子 

誰
彼
に
挨
拶
交
は
し
初
詣 

 
 

乾 

フ
ジ
子 

 

短
歌
ク
ラ
ブ
（
順
不
同
） 

  

初
春
に
め
で
た
き
こ
と
も
な
け
れ
ど
も

孫
は
成
人
わ
れ
も
健
や
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

左
近 

育
子 

北
の
海
し
ば
れ
る
指
を
胸
に
あ
て
吾
子 

の
帰
り
を
願
い
待
つ
日
々 

 
 

 
 

 
 

 

徳
原 

友
子 

 

自
か
ら
時
雨
に
ぬ
れ
て
散
る
も
み
じ
迷 

う
こ
と
な
く
地
に
還
り
逝
く 野

木 

宗
信 

 

日
課
と
し
ひ
と
つ
き
続
く
一
万
歩
頑
張 

る
わ
れ
に
エ
ー
ル
を
送
る 

 
 

 
 

 
 

 

飯
田 

陽
子 

 

人
け
な
き
棚
田
は
す
で
に
刈
り
終
え
て 

蘖
ひ
こ
ば
え

ツ
ン
ツ
ン
天
指
し
伸
び
る 

魚
住 

潤
子 

 

意
地
張
ら
ず
き
ょ
う
は
素
直
に
「
あ
り 

が
と
う
」
席
を
ゆ
ず
ら
れ
礼
の
べ
座
る 

大
村 

三
郎 

 

贈
ら
れ
し
テ
ィ
ア
ラ
を
つ
け
て
笑
み
つ 

つ
も
目
に
は
一
筋
な
み
だ
が
光
る 

小
東 

隆
子 

 

窓
開
け
て
寒
さ
を
こ
ら
え
正
座
し
て
黄 

金
の
太
陽
昇
り
出
る
待
つ 

岡
本 

類
子 

 

    
 

お
く
や
み 

 令
和
元
年
12
月
20
日 

か
ら
1
月
19
日 

の
間
に
左
記
の
会
員
の
方
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。 

生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。 

 

山
口 

孟
様(

88)
 
 
 

春
日
丘
地
区 

 

岡 

博
登
様(

93)
   

  
 

椿
台
地
区 

 

隅
井
き
ね
子
様(

91)
 

竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス

地
区 

 

齊
藤
美
代
子
様(

82)
 
 

竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス

地
区 

 

勝
山
美
代
子
様(

90)
 
 
 

吉
新
地
区 

 

川
嶋 

悦
郎
様(

77)
 
  
  

椿
台
地
区 

 

高
倉 

栄
一
様(

88)
 
 
 

福
貴
地
区 

 

長
寿
会
連
合
会
一
同 

お
知
ら
せ 

健
康
部 

◇
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

・
第
108
回 

2
月
25
日
（
火
） 

平
群
駅
8
：
39 

発 

1
両
目 

・
飛
鳥
・
石
舞
台
方
面 

約
6
㎞ 

※
弁
当
、
飲
物
、
「
手
帳
」
、 

雨
具
持
参 

※
7
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 

お
詫
び
と
訂
正 

編
集
部 

◇
1
月
号
裏
面
3
段 

「
お
知
ら
せ
」
記
事
6
行
目 

正 

春
日
神
社 

誤 

春
日
大
社 

 

以
上
の
と
お
り
、
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。 

 

春
日
丘
長
寿
会 

大
村 

三
郎 

 


